
第４号議案 

容量市場に係る業務設計支援業務及びシステム開発に係る PMO 支援等業務委託契約の 

変更について（案） 

第 154 回(平成 30年 5月 9日開催)第 5号議案（容量市場に係る業務設計支援業務及びシ

ステム開発に係る PMO 支援等業務委託の契約締結について）で決議した KPMG コンサルティ

ングとの業務委託契約について、契約締結後に新たに広域機関として業務設計支援業務の

委託内容を追加する必要が生じたことから業務設計支援業務の契約変更を行いたい。 

１．業務設計支援業務の変更理由 

  以下業務を追加委託する必要が生じたため。 

  ・RFI レビュー、概算見積作成支援 

（理由：容量市場システムの品質向上のため） 

  ・要員計画立案支援 

（理由：容量市場の制度設計が進み、広域機関の運営上対応が必要となったため） 

  ・パブリックコメント対応 

（理由：当初予定していなかったパブリックコメント募集が決まったことにより対応

が必要となったため） 

２．契約金額（消費税除き） 

追加委託に伴い工数が増加したため、業務設計支援業務の契約金額を以下のとおり変更

する。 

変更前 変更後 

円 

内業務設計支援業務：円 

内 PMO 支援等業務 ：円 

円 

内業務設計支援業務：円 

内 PMO 支援等業務 ：円 

３．業務設計支援業務の委託期間 

  業務設計支援業務の完了期日を変更し、委託期間を以下のとおりとする。ただし、ＰＭ

Ｏ業務支援等業務を含んだ全体の契約期間は変更しない。 

変更前 変更後 

平成 年 月 日～平成 年 月 日 

内業務設計支援業務 ：平成 年 月 日～ 

平成 年 月 日 

内 PMO 業務支援等業務：平成 年 月～ 

平成 年 月 日 

平成 年 月 日～平成 年 月 日 

内業務設計支援業務 ：平成 年 月 日～ 

平成 年 月 日 

内 PMO 業務支援等業務：平成 年 月～ 

平成 年 月 日 
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４．完了期日変更の妥当性について 

  別紙 2 のとおり、委託先の 1 営業日あたりの工数および単価が現行契約と同等であ

ることから、現行契約と同等の品質を保持できると考えられる。なお、再委託先（海

外知見の活用）の工数は追加委託分では現行契約より低下しているが、追加委託業務

は、現行契約で求めている成果物と比較して海外知見の活用機会が少ないことから、

再委託先の工数も妥当であると考えられる。 

以 上 

別紙１：変更契約書  

別紙２：業務設計支援業務 追加対応分 工数の内訳 

別紙３：スケジュール 
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